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A 200　政阜県にお＼1＆主婦り食生活一米国疵住日本人主婦いt瓦してー
　　　　政阜女瓦家政o 小瀬木も理　東､野疋か

食　物　101

　目的　淮考恥^ . 戚東盈内3地区にお､11主婦り食生馮調査＆何、て速に。まヽ湖叉xヽ･･-3.

ヽ券地圧､の比軟姚が＆労い. 減阜県の主婦り食生活り臭繩色把握寸ゐしじもに、米/a剛主

む^か人^婦乙対寸ゐ同雍り欄査り結果と.^り也て、日本人将有りﾉ艇生砥り滝動面と､固配

面について明弓かヽにしよ･うと試みた。
　方流昭和卵～60年・各年ワ、2月、戚阜県内３地jま【エ皮ず、右･･)町. 海津町）およ

び米国ニ*･- ジ・*- ヅー怜匯ほ日寿、、zo癒駄上の主婦//ﾜ角（平均世代部歳～）£対象

に、咽瓦東友鯛熹（乖じ-z - 走物捉取吠呪訓±瓦灯よこのギ- 々よこり、東養個、食品構

成、食卓り玄あり-ツ、副食激、食晶叡、ヽ悒須アS ノ酸量にフりて比載蔵封した.

　秘蔵　:1, 東養素榎双或、4- 地区ともにG.，Feの手足バ認めう此良、j:､わμ゛一応幸'3、

ヽ県内地匡乱糖噴わじり日系叉べJ - ンゼあ7牝μ、廻腸在性主婦･さヽ、脂肪中iじり湊飢

的ぐ吸米寮･ヽ^0/j,－ツであ、H.. 2，食品麟放ほ、転瓶り劇忿に旭蔵^八見ら沁紀・3, ±

食の内賂では、政内地庄は、1 az～3 回米､&榎双すゐ剥倉バ約so % であツfc，一方、島

岡心住主婦略。屹り習價と｡保つことはffi敵なよろでろフた八、ダ/feは黛と晨取すら嬢向μ

歿く■ 曰が･1ヽ､（n/釦層橿りφで、叉わリにい咽匙的なもののよ巧に危め似｡化。今、榎｡取^|
食命、ﾉ拠品叔、､冷ヽ々より、昼変色筒車K寸ｊす嶼かヽしn /Iヽヽμんに。県内農剌郵におヽに≪

、朝、ﾉ臥同一献瓦、罠うルK料理のくリｔレ祗もら比、都今祁、米国でA.加工食み、外

/虻利用べ目立、仁･ら坏11限了£ノ吼､＆、誰同乙地区（農財部）八CMe^:+こか）、米厨

住私婦吋丁しであ■ﾌ配。

A 201 主婦のmmの有無と加工食品の利用状況

　　　　東海学園女短大家政○小鳥しのよ

（目的１日本人の食生活<n変化は、国民栄養調査に代表される各種爾査の結果、経牟ごとに

明らかにされている。食生活の変化は多岐にわたうていiが。その変化の一つとして、各種

加工食品の利用の増加があげられる。* た、食生活の変化を規定する要因も様々であり、そ

の変化も大きい、そこで食生活の中心的存在とされる主婦の就業の有無により各種加工食

品の利用状況にどのような違いがあるかを調査したので報告すi .

《方法》昭和80年５月、本学短大生の世帯を対象に調査用紙をを配布し、有効回答279世帯の

加工食品の利用状況を明らかにした.なお、爾査用紙に掲示した、加工食品々目中にはみそ

納豆、豆腐などの食品類は除外した。

《結果）1.主婦の就業実態:279世帯のうちいわゆる専業主婦はEE％、パートタイムの主婦は

40％、フルタイムの主婦は38％であった. 2.加工食品の利用とその理由:加工食品を利用す

るもの91％、利用しないもの9％であった。利用の理由としでは、第一位に時間不足が第二位

に食事に変化を持たせたい、第三位に疲れて休みだいがあげられており、主婦が専業･ 就業

にかかわらず時間不足が理由の第一位にあげられ-C いる。3.利用頻度の高い加工食品:週

単位で利用されているものとしては、和風だしの素。コンソメ、ブイヨンなとのだし類およ

ぴ半m理冷凍食品.レ｝ルト食品などの利用が多かった。月単位で利用されている加工食品

は、多岐にわた-> ており掲示したもの全般が利用されている。主婦の専業・就業により比較

してみると、加工食品の種類によ９両者の利用状況に差のあるものとまったくn tような

利用状況のものがあうた。


